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現 状

　平成27年度に「宍粟市環境基本計画（第2次）」を策定し、市内の環境の保全と創
造に向けた取組を市民や各種団体、事業者、行政等との協働によって進めてきたが、
令和３年度を以って計画期間が満了となることから、令和２年７月から令和３年８月
の間において、計画案作成のため、宍粟市環境審議会を計６回開催し、令和３年11月
２日に審議会より答申を受けた。

課 題

　宍粟市環境基本計画（第２次）を策定し、環境施策に取り組んできたが、この間、
「持続可能な開発目標（SDGｓ）」の採択や国の「2050年カーボンニュートラル」の
表明をはじめ、気候変動による様々な自然災害の発生、プラスチックごみ問題等、環
境に関する動向は目まぐるしく変化している。これらの課題の解決に向け、宍粟市の
豊かな自然を保全するとともに、活用した施策の検討が必要である。

決 定 事 項

● 宍粟市環境基本計画の現行計画からの主な変更点
　・基本理念を新たに追加
　・環境像を変更
　・地球温暖化対策及び資源・廃棄物への取組等を拡充

●宍粟市地球温暖化対策地方公共団体実行計画の現行計画からの変更点
　・2050年カーボンニュートラル及び地球温暖化対策計画(2020年10月
　　見直し)を反映
　・市内森林の二酸化炭素吸収量を加味した目標を設定
　

議 題
宍粟市環境基本計画（第３次）及び宍粟市地球温暖化対策地方公共団体実行計画（区
域施策・事務事業編）の策定について
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次期計画　基本理念

　　豊かな森林を活用した環境づくり

現行計画　環境像 次期計画　環境像

世界に誇れる環境主都 　豊かな自然と人が共生し資源が循環するまち

現行計画　基本方針 次期計画 基本方針

1.安全・快適で美しい生活環境づくり 1.豊かな自然と共生したまちづくり

2.地球温暖化対策の推進
2.自然環境の保全と活用

3.資源が循環するまちづくり

3.エネルギーの地域循環と地球環境への貢献
4.安心・安全な生活環境の整備

4.環境を担う人づくり・つながりづくり 5.環境意識の向上による環境にやさしいまちづくり


